
F1.技 術 報 告

1.湯 浅農場

1)柑 橘 の品種 ・系統保存 我藤 雄

品種 ・系統保存は、1973年 和歌山県果樹試験場 よ り成木の分譲 を受けて以来、順 次収集を行い 、

現在 に至っている。第16表 に品種名簿 を列記す る。

第16表 柑橘の保存品種 ・系統

柑橘の種類

ミカン類

スイー トオ レンジ

不一 ブル

ブ ンタン

グ レープ フルー ツ

雑柑

興津系

キンカン

レモ ン

ライ ム

ユ ズ

カボス

シ ー ク ワー サ ー

カ ラタチ

品種 ・系統

帯高蜜柑,小 紅蜜柑,紀 州丸蜜柑,紅 温州,紀 州太平蜜柑,無 核 紀州,唐 蜜柑,

班入温州,タ チバナ,四 季橘,長 島小みか ん,金 柑子温州,小 林蜜枇

マー トル リー フオ レンジ

ジ ョ ッパ,福 原 オ レ ン ジ,ジ ャ フ ァ,雪 柑,バ レ ン シ ア オ レ ン ジ,支 那 蜜 柑,

ゴ ー ル デ ン ナ ゲ ッ ト,ト ロ ビ タ オ レ ン ジ,セ ン ト ミケ ー ル,オ マ ー ナ ジ ャ フ ァ,

ナ バ レン シ ア,ベ ス トシ ー ド レ ス,カ ラ ブ レー ゼ,パ イ ン ア ップ ル,

ネ オ バ レ ン シ ア,パ ー ソ ン ブ ラ ウ ン,レ ッ ドシ レ ッ タ,ホ ワ イ トシ レ ッ タ,

ホ ッペ サ マ ー オ レ ン ジ,マ ー ス オ レ ン ジ,ペ ー ラ ナ タ ー ル,ペ ー ラ ド リ ィ オ,

バ レイ シ ア レ イ トセ ト ウバ ル,ハ ム リ ン オ レ ン ジ,タ ロ ッ コ,モ ロ,

マ ル チ ー ズ ブ ラ ッ ド,カ ラ ー,マ ー コ ッ ト

ワシン トンネ ーブル,白 柳ネー ブル,吉 田ネー ブル,森 田ネーブル,

トム ソンネー ブル,鵜 久森ネ ーブル,バ イ アネー ブル,ベ ラ ミネー ブル,

ロバー トソンネーブル,丹 下ネ ーブル,福 本ネー ブル

オオタチバ ナ,安 政柑,ロ ノ津2号,水 晶文旦,平 戸文旦

ピ ン ク マ ー シ ュ,ウ イ ニ ー,ダ ン カ ン,ス ム ー ス セ ビ レ,レ ッ ドブ ラ ッシ ュ,

マ ー シ ュ

ソ連タンジェ ロ,サ ンジャシン ト,セ ミノール,紅 榿柑,寿 柑,和 紅八朔,

田の浦オ レンジ,立 花 オ レンジ,マ ル メラ,柚 柑,絹 皮柑,川 畑柑,鳴 門柑,

舟床 柑,安 藤柑,春 光柑,小 林柑,旭 柑,三 宝柑,黄 金柑,オ レンジ 日向,

ダイダイ,菊 蜜 柑,仏 手柑,菊 実榿,谷 川文旦,花 良治,日 向夏,宝 来柑,

柑子,八 ッ代,九 年母,酢 榿,げ ん しょう柑,デ コポ ン

興 津12号,興 津13号,興 津15号(メ イ ポ メ ロ),興 津16号(イ エ ロ ー ポ メ ロ),

興 津17号,興 津18号,興 津19号,興 津20号(ス イ ー トス プ リ ン グ),

興 津21号(清 見),興 津22号,興 津25号,興 津26号

長実金柑,長 寿金柑,プ チマル,タ マ タマ キンカン,長 葉,豆 金柑(4×)

リ ス ボ ン レ モ ン,ビ ラ フ ラ ン カ レモ ン,プ ラ イ ヤ ー レモ ン,イ タ リー レモ ン,

レモ ン(cookeUREKA)

ス イ ー トラ イ ム,ラ イ ム

種な しユズ,ジ ャンボユ ズ,獅 子柚 、花柚,唐 柚

種な しカボス,夏 カボス,み かんカボス,カ ボス

カ ー ビ シ ー,イ シ ク ニ ブ,フ ス ブ タ ー,無 核 シ ー ク ワ シ ャ ー,

勝 山 ク ガ ニ ー,大 宜 味 ク ガ ニ ー,ミ カ ン グ ワ ー,ヒ ー ジ ャ ー ク ニ ブ

トゲ ナ シ カ ラ タ チ,ポ メ ロ イ,ロ ブ ス タ ー,ル ビ ドー,班 入 りカ ラ タ チ,

大 葉 系,中 葉 系,小 葉 系,広 葉 系,一 才 系,曲 針 系,飛 竜,雲 竜,USDA,

ウエ ー バ ー フ ォ ー セ ッ ト,カ ラ タ チ 単 胚 系,カ ラ タ チ(4×)

資源保存 の 目的は、単 に新品種を収集す るのではな く、消滅す るで あろ う思われ る育種資源を収集

・保存 し、今後の育種等 に利 用するこ とである。今後、大学の付属農場でなければできないよ うな品

種 ・系統 の収集 ・保存 を継続 していきたい。



2)温 州 ミカンの浮皮 に及 ぼすセルバイ ン処理の影響 堀川 勇次

(1)温 州 ミカン浮皮防止試験(平 成19年 度)

浮皮 の防止を 目的に、セルバイン(塩 化カル シウム、硫酸カル シ ウム水溶剤)の 効果 を検討 した。

【材料 お よび方法】

材 料:林 系温州 ミカン

試験区:セ ルバイ ン区

有機かつお区 有機かつおエ キスマルチグ リーン処理

無処理区

処理方法:処 理濃度お よび処理方法は第17表 の通 り。

丸 山式ステ レオスプ レヤ ー(ST-1000DS-2)で 、通常散布(450～500C/10a)

第17表 セルバ イン と有機かっお散布濃度お よび処理時期

試験区

処理 回数

散布濃度

処理実施 日

セ ル バ イ ン

7回

400倍

8ノ 弓6日 、20日

9月12日

10月3日 、28日

11.月5日 、14日

有機かつお

9回

①2000倍 、 ②1500倍

③1000倍

①8月20日

②8,月27日 、9月3日

9.月18日 、9,月25日

③10月28日 、11月4日

11月7日 、11月14日

採 取 日:平 成19年12月13日

採取個数:各 区100個

調査方法:浮 皮程度は判別基準(写 真)に よ り判別 を行った。 果実品質は各区ランダムに5果

ずつ採取 し、果重、糖度 、酸度 を測定 した。

第18表 浮皮程度

試 験区

セ ルバ イ ン

有機 かっお

浮皮 程度別果数*(個)

0

16

8

1

35

23

無 処理2618

*0:無1:軽2:中3:甚

2

8

8

5

3

41

61

51

十壬
百

)

合

個(

100

100

100

石 上0、 石 卜1、 圧 上Z、 左 卜 δ

第19表 果 実品質

試験区

セ ル バ イ ン

有機かつお

無処理

果 重(9)

95.1

95.4

77.8

糖度(%)

13.4

12。7

12.5

酸 度(%)

1.46

1.18

0.98

【結果 お よび考察】

浮皮程度 はセルバイン区、有機 かつお 区、無処理 区とも顕著な差は見 られなかったが、若干セルバ

イン区で軽減効果がみ られた(第18表)。 果実品質では、糖度、酸度 ともセルバイ ン区が最も高 く、



次いで、有機 かっお区、無処理区の順 となった(第19表)。 これ らの原 因 として、セルバインは水

分調節 に効果が あると言われているが、平成19年 のよ うに8月 以降の降水 量が少ない年 では、あま

り大きな差がなかった と考 え られ る。

(2)温 州 ミカン浮皮防止試験(平 成20年 度)

浮皮 の防止 を 目的に、セルバインの効果 を検討 した。

【材料お よび方法1

材 料:林 系温州 ミカン

試験区 ニセルバイン区

Nセ ルバイ ン区CS-20FWホ ウ素 ・カル シ ウム配合複合肥料2号 処理

無処理 区

処理方法:処 理濃度お よび処理方法は第20表 の通 り。

丸 山式ステ レオス プレヤ ーST-1000DS-2で 、通常散布(450～5009/10a)

第20表 セルバイ ン散布濃度お よび処理時期

試験区

処理回数

散布濃度

処理実施 日

セル バ イ ン

5回

①300倍

②400倍

①9.月14日 、10月29日

11.月10日

②10月3日

11月5日

Nセ ル バ イ ン

3回

250倍

6.月23日

7月14日

8月19日

採 取 日:平 成19年12月4日 採取個数:各 区300個 調査方法 は前年度 と同 じ

【結果および考察】

今年 は雨が多 かったこともあ り、セルバイ ン区のほ うが若干程度3の 浮皮が少なかった(第21表)。

品質についてはセルバイン区のほ うが よい結果が得 られた(第22表)。

第21表 浮皮程 度

試験区

セル バ イ ン

Nセ ルバ イ ン

無処理

0

30

浮皮程 度別果数*(個)

12

32

34

108 106

101 97

99 91

3

56

70

76

合

(

3

量
ロ

個
0

十

)

0

300

300

*0:無1:軽2:中3:甚

第22表 果実品質

試験区

セ ル バ イ ン

Nセ ル バ イ ン

無処理

果重(9)

98.3

1082

131.3

糖度(%)

10.7

10.1

9。9

酸度(%)

0.73

0.68

0.66

以上の結果、セルバイ ンは浮皮の軽減 と品質 向上に効果 があるよ うに思 えた。

来年は雨が降 るご とにセルバイ ンを散布 し、浮皮の程度や果実品質を調査 したい。



3)マ ン ゴーの新品種`愛 紅'の 育成経過 志水恒介

近年、マンゴーは高級果物 として年 々栽培面積が増 えつつあるが、 当農場で はマ ンゴーの経済栽培

研究 を平成元年か ら行 っている。 現在 、わが国にお ける栽培 品種 の9割 以上 が`ア ー ウィン'で あ

る。`ア ー ウィン'は 果皮色が鮮やか な赤色で、食味 も良いが、果実重が400g程 度 とマ ンゴー品種

の中で は小型である。

当農場では栽培試 験以外 に育種 も行 ってお り、平成5年4月`ア ー ウィン'(果 皮色が赤色)栽 培

ハ ウスに台湾産の`金 煙'(果 皮が緑黄色)の 鉢植 え3本 を搬入 した。平成6年 この`金 煙'の 鉢植

えに果実 が結実 した。果実の生長や肥大 ・品質調査 を行 ったのち、9月 中旬にその種子5個 をプラン

ターに播いた。卒業研究のためマンゴーに取 り組んでいた学生が協力 した。平成7年4月 下旬、約

30cm程 度 に生長 した実生苗の先端約3cmを 切 り取 り、かねてか ら育成 してい た台湾在来種に接木

した。接 ぎ穂が発芽 を始 めたのを確認 したのち、直径約50cmの 鉢 に移植 した。そのまま育成 して4

年経過 した平成10年4月 に花穂 ができ、開花 ・結実 した。9月 中旬に、果皮の紅色が濃 く、果肉の

繊維が軟 らか く、食感の良好な`ア ー ウィン'と`金 捏'を 親に持つ新 品種が誕生 した。これを平成16

年9月 、農林水産省 に`愛 紅'の 名称 で品種登録 出願 を行った。現地調査は平成19年9月 に行われ、

平成20年3月 に、わが国初のマンゴー新品種`愛 紅'が 登録 された(登 録番号第16162号)。

マ ン ゴーの花の受精率 はかな り低 いが、`愛 紅'は`ア ー ウィン'よ り結実 しやすい。果実は縦長

で、重量 は600g前 後 あ り、果皮色 は鮮紅色、果 面は滑 らかで、剥皮は容易である。果肉は黄榿色

で、肉質は完熟 させ ると果 肉繊維をほ とん ど感 じさせ ないほど軟 らかく、プ リン状 となる。収穫i時期

は`ア ー ウィン'よ り遅 く、可溶性 固形物含量(糖 度)は16～17%と 高い。果 汁 も多 く、食味は良

好である。

現在、市場出荷 に向けて、収穫量の確保のための栽培方法や収穫後 の貯蔵 ・輸送方法な どについて

検討 中で ある。



4)マ ンゴーの低温管理による抑制栽培 藤i田 卓也

当農場では、`ア ー ウィン'の 栽培を1990年 よ り開始 し、現在では約30aの ハ ウス内で栽培を行

なっている。 比較的温暖な気候 と冬季の低温 を利用 して4月 に開花 させ,8月 中旬か ら9.月 上旬にか

けて収穫で きるような温度管理 を行っている。そ こで、当農場で行ってい る低温管理 による抑制栽培

について報告す る。

【材料および方法 】

マンゴーは冬季の低温が花芽分化を促進 させ ることが報告 されているので、最低温度 を5℃ に設

定 し、暖房に要す る暖房費 を削減 している。一年 間に10a(ハ ウス1棟)当 た り 約7,500CのA重 油を

消費する。4月 中旬か ら5月 上旬 の開花時期 には15℃ 以上 となるように、2月 下旬 よ り徐 々に最低

温度 をL昇 させ ている(第2図)。

【結果お よび考察】

このよ うな温度管理によ り、4月 に開花 させ,8月 中旬か ら9月 にかけて収穫で きるよ うになった。

しか し、平成20年 は冬の気温が例年 より低 く、マ ンゴーの花が平成19年 よ り2週 間ほ ど開花が遅

れた。また、無胚果が多 く、収穫量お よび市場への出荷量が平成19年 の半分以下であった。

開花が4月 の上旬か ら下旬 であれば有胚果 が多 く、

大果 のマンゴーの生産がで き、収穫量も増す。 しか し、

開花 が遅れれ ば、外気温 が上昇す ることに よって、ハ

ウス内の温度 が高温にな り、受精率が低下 して無胚果

が多 くなる。 この ことか ら、温度管理は 、収穫i量に大

き く影響す る といえよ う。 無胚果 にな らない よ う、温

度管理によって抑制栽培す ることが今後の課題である。



2.生 石農場

1)`と よのか'を 使用 した夏期 のイチ ゴ栽培技術 の確 立 大硲靖之

現在、イチ ゴはク リスマス前か ら5月 頃 にかけて生産、消費 されてい るが、近年、ケーキな ど夏の

需要が増 している。今回、容易に入手で きるイチゴ`と よのか'の 夏期栽培技術を確立す るため、生

石農場で実証試験を開始 したので報告す る。

【材料お よび方法】

標高750mの ビニールハ ウス内で、`と よのか'を ポ ッ ト栽培 した。高地の低温を利用 して開花時

期を遅 らせ 、夏期の収穫iをめ ざした。 また、開花 、収穫iの期間をできるだけ長 く維持 し、生石農場 と

湯浅農場間の標高差を利用 して、山上げ、山下げを実施 して、開花時期 を調整 した。施肥 については

1ポ ッ トに付 き中玉固形肥料3～4個 、化学肥料(8-8-8)を 一掴み、追肥 として化 学肥料 、キチ ン質

入 り肥料 を一掴み程度 を与えた。

【結果お よび考察】

3月 頃か ら開花が始ま り、7月 の梅雨明 けまで収穫が可能で

あったが、梅 雨明けとともに収量が減少 し、特 に8月 の高温

時には果実が小型化 して しまった。

今後は夏期の高温、日射対策 を実施す る必要がある。また、6

月か ら9月 にかけて病害 虫の発生が多 く見 られた。対策 とし

ては、ハ ウス内で農薬散布 を行 うと同時 に、ハ ウス周辺 の除

草作業に重点 をお く必要があ る。


